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９．４から８までに掲げる事業及び措置の総合的かつ一体的推進に関する事項 

 

［１］市の推進体制の整備等  

（１）本市における庁内推進体制について 

 本市では中心市街地活性化に関して、平成 22 年３月までは、商工課と都市計画課ま

ちづくり推進室の職員が、中心市街地活性化対策室を兼務により担当していた。 

平成 22 年４月に組織改編を行い、商工課は商工振興課に名称を変更し、都市計画課

内には、新たに岩国駅周辺整備室が設置され同室職員が兼務職員となった。 

平成 23 年４月には、都市計画課内の岩国駅周辺整備室は、新設された拠点整備推進

課内に組織改編され岩国駅周辺整備班となり、中心市街地活性化に関しては、現体制の

商工振興課と拠点整備推進課が担当することになった。 

平成 24 年４月からは兼務職員だけで構成されてきた中心市街地活性化対策室に専従

職員を１名配置し、平成 26年７月１日には更に専従職員を１名増員しました。 

平成 29 年４月には、組織改編を行い、都市建設部内に中心市街地整備課を新設し中

心市街地活性化に関する業務を集約している。 

 

  （現行） 

 中心市街地整備課   課    長 １人 

             活性化推進班 ２人 

             整  備  班 ５人 

    

 

 

（２）岩国市議会における中心市街地活性化に関する審議の内容 

   岩国市議会における中心市街地活性化に関しての主な質疑について、以下のとおり、

答弁した。 

年 月 審議の要旨 

平成 22 年３月

定例会 

（質問要旨） 

中心市街地活性化基本計画の策定状況について 

（市長答弁要旨） 

本年２月末には、内閣府と改めて認定申請のための事前協議を行

いましたが、幾つかの指摘を受けている現状であり、今後も基本計

画案の修正に向けた事前協議を続けてまいります。 

可能な限り早い時期に中心市街地活性化基本計画を完成させ公表

していきたいと考えております。 
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年 月 審議の要旨 

平成 22 年９月

定例会 

（質問要旨） 

基本計画案の修正に向けた国との事前協議後の進捗状況について 

（市長答弁要旨） 

活性化へつながる事業を具体的に計画に登載できるよう、事業主

体等との連携を図りながら、基本計画を見直すこととし、協議会や

ワーキンググループ会議において、国との事前協議の結果を踏まえ

検討を行っています。 

可能ならば、来年には中心市街地活性化基本計画を策定し、国の

認定を受け、各種事業を推進してまいりたいと考えております。 

平成 22年 12月

定例会 

（質問要旨） 

核となる中心市街地への予算配分について、どのような事業配分

を予定されているのか。 

（副市長答弁要旨） 

岩国駅のターミナル機能の強化を軸として、商業活性化のための

環境整備を図り、山口県東部の中核都市として魅力ある商業・業務

地の形成を図ることとし、中心市街地の安全性と快適性を高めるた

め、駐車場や駐輪場の再編・整備を行うとともに、歩行者の回遊性

を高めるための良質な歩行空間の確保を図り、人に優しく障害のな

い市街地整備に努めることとしております。 

今後、まちづくり実施計画が決定され、予算編成作業を経て固ま

りますが、できるだけ整備方針に沿った事業を実施していきたいと

考えております。 

平成 23 年６月

定例会 

（質問要旨） 

都市交通戦略の主な施策の中に、ＪＲの岩国―広島間が 45分から

30分台へという時間短縮が目標とされており、今後の民間空港の利

便性を考慮しても、ＪＲが便利になることは望ましいことですが、

ストロー効果についての危惧はどう解消していくつもりか。 

（拠点整備担当部長答弁要旨） 

地域を発展させるか衰退させるかは、結局その地域の魅力、吸引

力によるところが大きいと考えられ、交通施策とあわせて本市自身

の魅力向上策も実施していくことが不可欠だと思っている。今後、

魅力向上策として何ができるかを含め、総合的に検討していきたい

と考えております。 
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年 月 審議の要旨 

平成 25 年６月

定例会 

（質問要旨） 

岩国駅前の活性化に取り組む上で、その前提となる実態調査をど

のように行い、今後どのように事業の推進に生かす予定であるか。 

（市長答弁要旨） 

岩国駅周辺の実態調査につきましては、毎年６月と 12月に行う商

店街現況調査により、商店街における空き店舗の状況等の実態を調

査していますが、本年度は、これに加えて岩国駅周辺地区活性化に

向けた関係者意向調査等業務を行います。 

 調査後の取り組みとしましては、今後の商店街や岩国駅周辺の活

性化に向けた方向性や取り組み、事業等について検討する勉強会を、

岩国駅を活性化する会を中心に実施する予定です。 

 検討した内容については、商店街の活動計画として取りまとめ、

本市において検討している中心市街地活性化に向けた取り組みへの

提案事項として市に対して提言していただき、必要に応じてこれか

らのまちづくりに組み込んでいきたいと考えております。 

平成 25年 12月

定例会 

（質問要旨） 

中心市街地の活性化基本計画の内容と認定について 

（産業振興部長答弁） 

直近の状況ですが、昨年から６回にわたり内閣官房に赴き協議を

重ね、内閣官房からは策定の方向性について一定の評価をいただい

ております。現在、中身について鋭意検討しておりますけども、依

然として解決すべき課題がございますが、今後も、商店街関係者や

地元の方々と連携を図りながら、中心市街地活性化協議会での協議

を通じまして、認定に向けて全力で取り組んでまいります。 
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［２］中心市街地活性化協議会に関する事項 

（１）中心市街地活性化協議会 

  「中心市街地活性化協議会」は、商業関係者、企業関係者、交通事業者、地域住民

及び岩国市を構成員とし、平成 19年８月７日に立ち上げた。 

  事務局は、発足当初から岩国商工会議所が担当している。また、平成 24年度より、

おおむね月１回の頻度で商工会議所と岩国市の担当者レベルでの事務局会議を開催

している。 

  なお、平成 23年３月 30日に設置した、タウンマネジメント会議については、現在

休止している。 

 

   名称：岩国市中心市街地活性化協議会 

  設立：平成 19年８月７日 

  目的：協議会規約第３条に規定 

      基本計画に関する協議 

      認定基本計画及び認定基本計画の実施に必要な事項の協議等 

      その他中心市街地の活性化の総合的・一体的推進に必要な事項の協議 

  会 長：岩国商工会議所 会頭 

  副会長：岩国商工会議所：小売商業部会長 

株式会社街づくり岩国：代表取締役 

 

  ＜構成＞ 

所 属 団 体 役  職 法第 15条 

岩国商工会議所 会頭 第１項関係 

 〃 副会頭  〃 

 〃 専務理事  〃 

 〃 小売商業部会長  〃 

 〃 参与  〃 

㈱街づくり岩国 代表取締役  〃 

 〃 顧問兼事業統括アド

バイザー 

 〃 

 〃 取締役  〃 

 〃 取締役（事業統括マネ

ージャー） 

 〃 

 〃 取締役  〃 

岩国市 産業振興部 部長 第４項関係 

 〃  拠点整備担当 部長  〃 

 〃  中心市街地整備課 課長  〃 

 〃  商工振興課 課長  〃 
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所 属 団 体 役  職 法第 15条 

岩国駅前を活性化する会 会長 第４項関係 

岩国駅前本通商店街振興組合 理事長  〃 

岩国市中通商店街振興組合 専務理事  〃 

中央通りを活性化する会 会長  〃 

人絹町商工連盟 会長  〃 

いわくにバス㈱ 代表取締役  〃 

運輸関係事業者（商工会議所港湾運輸部会） 担当副会頭  〃 

金融機関（商工会議所金融部会） 部会長  〃 

岩国商工会議所青年部 会長  〃 

麻里布地区自治会連合会 会長 第８項関係 

東地区自治会連合会 会長  〃 

岩国市連合婦人会 会長  〃 

岩国駅前南地区市街地再開発準備組合 理事長  〃 

㈱いきいき東 代表取締役  〃 

㈱フジ フジグラン岩国 店長  〃 

医療法人新生会（社会福祉法人錦福祉会） 本部長  〃 

㈱西京銀行岩国支店 支店長  〃 

中国経済産業局産業部流通・サービス産業課 課長 ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 

（独）中小企業基盤整備機構中国支部経営支

援部 

部長  〃 

山口県商工労働部商政課 課長  〃 

 〃 土木建築部都市計画課 課長  〃 

岩国警察署 署長  〃 

ＪＲ西日本岩国駅 駅長  〃 

建築研究所 代表  〃 

建築事務所 代表  〃 

岩国商工会議所 中小企業相談所長 事務局 

  ＊平成 29年度現在の構成員 

 

 

岩国市中心市街地活性化協議会 規約 

 （協議会の設置） 

第１条 岩国商工会議所及び株式会社街づくり岩国は、中心市街地の活性化に関する法律（平

成１０年法律第９２号。以下「法」という。）第１５条第１項の規定に基づき、共同で中心市

街地活性化協議会を設置する。 

 （名称） 

第２条 前条に規定する中心市街地活性化協議会は、岩国市中心市街地活性化協議会（以下「協

議会」という。）と称する。 
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 （目的） 

第３条 協議会は、次に掲げる事項に係る協議を行うことを目的とする。 

(１) 法第９条第１項に規定する基本計画（以下「基本計画」という。） 

(２) 法第９条第１０項に規定する認定基本計画（以下「認定基本計画」という。）及び認定

基本計画の実施に必要な事項 

(３) 前２号に掲げるもののほか、中心市街地の活性化の総合的かつ一体的な推進に関し必

要な事項 

 （協議会の事務所） 

第４条 協議会は、山口県岩国市今津町１丁目１８番１号に置く。 

 （協議会の構成員） 

第５条 協議会は、次の者をもって構成する。 

(１) 岩国商工会議所 

(２) 株式会社街づくり岩国 

(３) 岩国市 

(４) 法第１５条第４項第１号及び第２号に規定する者 

(５) 前各号に掲げるもののほか、協議会において特に必要があると認める者 

２ 前項第４号に該当する者であって、協議会の構成員でないものは、自己を協議会の構成員

として加えるよう協議会に申し出ることができる。この場合においては、協議会は、正当な

理由がある場合を除き、当該申出を拒むことができない。 

３ 前項の申出により協議会の構成員となった者は、第１項第４号に規定する者でなくなった

とき、又はなくなったと認められるときは、協議会を脱会するものとする。 

 （協議会の組織） 

第６条 協議会は、会長、副会長、監事及び委員をもって組織する。 

 （役員） 

第７条 協議会に、会長、副会長を置き、委員の中から選任する。 

２ 会長は、会務を総理し、協議会を代表する。 

３ 副会長は、会長が指名する者をもって充てる。 

４ 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、会長の職務を代理

する。 

５ 役員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

 （委員） 

第８条 委員は、第５条各号に該当する委員をもって組織する。ただし、企業・団体等にあっ

ては、その構成員の指名するものを委員とする。 

２ 委員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

３ 委員の任期中に変更が生じた場合、当該委員の属する構成員の後任者が引き継ぐものとし、

その任期は前任者の残任期間とする。 

 （オブザーバー） 

第９条 協議会は、必要に応じて意見を求めるためにオブザーバーを置くことができる。 

 （会議） 

第 10条 協議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集する。 
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２ 会長は、委員の４分の１以上の者から会議の招集の請求があるときは、会議を招集しなけ

ればならない。 

３ 会長は、会議を招集するときは、会議の開催場所及び日時並びに会議に付すべき事項をあ

らかじめ委員に通知しなければならない。 

 （会議の運営） 

第 11条 会議は、委員の２分の１以上の者が出席しなければ、開くことができない。なお、欠

席の場合、委任状をもって出席と見なすことができる。 

２ 会長は、会議の議長となる。 

３ 会議は、出席委員又は出席構成員の過半数をもってこれを決し、可否同数のときは、議長

の決するところによる。 

４ 会議の議事、その他会議の運営に関し必要な事項は、会長が会議に諮って定める。 

 （協議結果の尊重） 

第 12条 協議会の構成員は、会議において協議が整った事項について、その協議結果を尊重し

なければならない。 

 （専門部会の設置） 

第 13条 協議会は、その目的の実現のために協議する内容ごとに専門部会を置くことができる。 

２ 専門部会の組織、運営その他必要な事項は、会長が別に定める。 

 （ワーキンググループの設置） 

第 14条 協議会の活動について必要な協議又は調整を行うため、構成員に属する実務者等で構

成するワーキンググループを置くことができる。 

２ ワーキンググループの組織、運営その他必要な事項は、会長が別に定める。 

 （タウンマネージャーの設置） 

第 15条 協議会は、意見調整を円滑に進め、認定基本計画等を実施するために先導的な役割を

担うタウンマネージャーを置くことができる。 

 （事務局） 

第 16条 協議会の事務を処理するため、岩国商工会議所に事務局を置く。 

 （経費の負担） 

第 17条 協議会の運営に要する経費は、協議会の予算の定めるところにより、補助金及び負担

金、その他の収入により負担するものとする。 

 （協議会の監査） 

第 18条 協議会の出納を監査するため、監事２人を置く。 

２ 監事は、会長が推薦し、協議会の同意を得て選任する。 

３ 監事は、第１項に規定する監査を行ったときは、その結果を会長に報告しなければならな

い。 

 （会計年度） 

第 19条 協議会の会計は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。 

 （解散の場合の措置） 

第 20条 協議会が解散した場合においては、協議会の収支は、解散の日をもって打ち切り、岩

国商工会議所がこれを決算する。 

 （規約の改正） 

第 21条 この規約は、必要に応じて協議会において改正することが出来るものとする。 

 （補則） 
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第 22条 この規約に定めるもののほか、協議会に関し必要な事項は、会長が会議に諮って定め

る。 

   附 則 

 この規約は、平成１９年８月７日から施行する。 

  ＜開催状況＞ 

回 開催年月日 会議内容 

１ 平成１９年 ８月 ７日 設立総会 

２ 平成１９年 ９月２５日 市長懇談会 

３ 平成２０年１０月 ６日 市長への意見書協議 

４ 平成２０年１０月 ８日 市長へ意見書提出 

５ 平成２０年１０月１７日 市長への意見書公開（セミナー） 

６ 平成２０年１２月１０日 市の基本計画素案協議 

７ 平成２０年１２月２６日 中心市街地活性化本部協議報告 

８ 平成２１年 ３月１０日 協議会活動報告、平成 21年度の活動方針 

９ 平成２１年 ５月１２日 活動報告、総合庁舎跡地事業可能性調査結果

報告 

10 平成２１年１０月１３日 市長への２次意見書協議 

11 平成２１年１０月１３日 市長へ２次意見書提出 

12 平成２２年 ５月１８日 基本計画への取り組み、事業計画並びに収支

予算について 

13 平成２２年１２月１０日 総合庁舎跡地整備について意見集約 

14 平成２２年１２月１７日 市長へ３次意見書提出 

15 平成２３年 １月１８日 岩国市総合庁舎跡地活用事業について 

16 平成２３年 ７月 ６日 認定スケジュール、個別事業の進捗状況 

17 平成２５年 ７月２４日 基本計画の進捗状況、個別事業の進捗状況 

18 平成２６年 ８月 ７日 経過報告、基本計画（案）の説明 

19 平成２６年 ８月２２日 基本計画（案）の承認、意見書の取りまとめ 

20 平成２６年 ９月 １日 市長へ４次意見書提出 

21 平成２６年１１月１０日 基本計画の認定、今後の協議会の取り組み 

22 平成２７年 ３月２４日 役員の選任、タウンマネージャーの設置、平

成２７年度中心市街地活性化事業について 

23 平成２７年１１月 ４日 中心市街地拠点施設整備の実現化に向けて 

岩国駅周辺施設整備専門部会の設置 

24 平成２８年 ６月３０日 平成２７年度事業報告、平成２８年度事業に

ついて、岩国駅周辺におけるグランドデザイ

ンの提案 

25 平成２９年 ２月 ７日 基本計画変更（案）承認 

26 平成３０年 ２月 ７日 基本計画変更（案）承認 
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名称：中心市街地活性化協議会ワーキンググループ 

設置：平成 19年８月７日 

目的：活性化協議会の作業部会として設置 

リーダー：岩国商工会議所：参与 

＜構成＞ 

構成員所属 備 考（肩書） 

岩国商工会議所 会頭 

 〃 副会頭 

 〃 専務理事 

 〃 参与 

 〃 小売商業部会長 

㈱街づくり岩国 代表取締役 

 〃 顧問兼事業総括アドバイザー 

岩国市 中心市街地整備課 課長 

 〃  商工振興課 課長 

岩国駅前を活性化する会 会長 

岩国市本通商店街振興組合 専務理事 

岩国市中通商店街振興組合 理事長 

中央通りを活性化する会 会長 

人絹町商工連盟 会長 

麻里布地区連合自治会 会長 

東地区自治会連合会 会長 

岩国駅前南地区市街地再開発準備組合 理事長 

㈱いきいき東 取締役 

㈱フジ フジグラン岩国 店長 

岩国商工会議所 中小企業相談所長 

＊平成 29年度現在の構成員  

 

＜開催状況＞ 

回 開催年月日 会議内容 

１ 平成１９年 ９月１１日 協議会運営の協議、市長懇談会の説明 

２ 平成１９年 ９月１９日 旧基本計画の見直し、市長懇談会の協議 

３ 平成１９年 ９月２８日 事業内容の検討、グループ意見：計画素案提示、市長懇

談会の報告 

４ 平成１９年１０月２２日 基本計画素案、協議会での取り組み 

５ 平成１９年１１月 ５日 先進都市の紹介、活性化の目標の協議 

６ 平成１９年１１月２７日 ＪＲ関連事業の協議、基本計画素案の検討 

７ 平成１９年１２月１８日 ＪＲ広島支社訪問の報告、事業構想の協議 
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回 開催年月日 会議内容 

８ 平成２０年 １月１６日 事業構想の協議、運営検討会議の報告 

９ 平成２０年 ２月１３日 事業構想の協議、協議会運営方法の再協議 

10 平成２０年 ３月 ４日 新市長との協議の報告、アドバイザー選任 

11 平成２０年 ３月１４日 まちづくり勉強会 

12 平成２０年 ４月２８日 今後のスケジュール協議、中心市街地整備方針の協議 

13 平成２０年 ５月１３日 拠点施設の方向性協議、総合庁舎跡地活用の協議 

14 平成２０年 ５月２７日 基本計画策定の協議、重点施策の協議 

15 平成２０年 ６月１０日 基本計画素案の協議、拠点施設の検討 

16 平成２０年 ６月２４日 市長との懇談内容の報告、拠点施設の課題検討 

17 平成２０年 ７月 ８日 拠点整備計画の協議、有識者協議の検討 

18 平成２０年 ７月２２日 有識者講話、拠点整備案の検討 

19 平成２０年 ８月１２日 準工業地域規制の説明、拠点整備案の検討 

20 平成２０年 ８月２６日 拠点整備計画の取りまとめ、専門部会開催の検討 

21 平成２０年 ９月１６日 協議会開催の検討、拠点整備計画の取りまとめ、活性化

セミナー開催の検討 

22 平成２０年 ９月２６日 市長への意見書の取りまとめ、活性化セミナーの実施に

ついて 

－ 平成２０年１０月 ８日 市長へ意見書提出 

－ 平成２０年１０月１７日 市長への意見書公開（セミナー） 

23 平成２０年１１月２５日 拠点整備の協議 

24 平成２０年１２月１６日 基本計画素案の検討、商業活性化事業の検討 

－ 平成２０年１２月２６日 関係機関との協議結果の報告、素案内容の再検討 

25 平成２１年 １月１３日 基本計画素案の検討、戦略補助金の活用 

26 平成２１年 １月２３日 基本計画素案の検討、戦略補助金の活用 

27 平成２１年 ２月 ３日 基本計画素案の検討、戦略補助金の活用 

28 平成２１年 ２月１７日 基本計画素案の検討 

29 平成２１年 ５月２０日 岩国市ワーキングと意見交換 

30 平成２１年 ７月３０日 南地区・東地区の活動報告 

31 平成２１年 ９月２４日 南地区・東地区の活動報告、計画作成作業状況報告 

32 平成２１年１０月 ５日 ２次意見書の協議 

33 平成２１年１０月１３日 ２次意見書の審議 

 ― 平成２１年１０月１３日 市長へ２次意見書の提出 

34 平成２２年 ２月１６日 基本計画素案の検討 

35 平成２２年 ３月 ３日 基本計画について内閣府との協議結果報告 

36 平成２２年 ７月１６日 基本計画策定に係るタイムスケジュール 

37 平成２２年１１月１６日 総合庁舎跡地アイデア募集結果 
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回 開催年月日 会議内容 

38 平成２２年１２月 ３日 基本計画策定に係る協議、南地区・東地区の活動報告 

 ― 平成２２年１２月１７日 市長へ３次意見書の提出 

39 平成２３年 １月１８日 総合庁舎跡地活用事業の今後の日程説明 

40 平成２３年 ６月 １日 タウンマネジメント会議の報告 

41 平成２３年１１月 ７日 タウンマネジメント会議の報告、基本計画区域の設定に

ついて 

42 平成２４年 ２月 １日 基本計画の協議、事業概要の調査依頼について 

43 平成２４年 ３月２３日 基本計画認定スケジュール、基本計画掲載事業検討 

44 平成２４年 ４月１６日 基本計画掲載事業検討 

45 平成２４年 ５月 ７日 基本計画掲載事業検討 

46 平成２５年 １月１６日 内閣官房との協議内容報告、認定に向けての課題検討 

47 平成２６年 ２月２０日 中心市街地の区域の確認、基本計画概略説明、基本計画

認定スケジュール 

 ― 平成２６年 ９月 １日 市長へ４次意見書の提出 

48 平成２７年 ５月 ８日 平成２７年度中心市街地活性化事業について 

49 平成２９年 １月３１日 基本計画変更（案）について 

50 平成３０年 ２月 ２日 基本計画変更（案）について 

 

名称：タウンマネジメント会議 

設置：平成 23年３月 30日 

目的：中心市街地活性化基本計画と岩国駅整備・総合庁舎跡地活用計画・駅南・東

地区における取り組みの調整、整合性を図るため、活性化協議会ＷＧの作業

部会として設置 

リーダー：岩国商工会議所 副会頭 

 

  ＜開催状況＞ 

回 開催年月日 会議内容 

１ 平成２３年 ２月２２日 会議運営の協議 

２ 平成２３年 ３月３０日 個別事業の進捗状況と方向性の報告、各個別事業間の連

携のあり方の協議 

３ 平成２３年 ５月１１日 個別事業の進捗状況と方向性の報告 

４ 平成２３年 ６月 １日 個別事業の進捗状況と方向性の報告、基本計画作成スケ

ジュール 

５ 平成２３年 ７月１４日 基本計画認定スケジュール、個別事業の情報交換 

６ 平成２３年 ８月１８日 基本計画認定スケジュール、個別事業の情報交換 

７ 平成２３年 ９月２９日 個別事業の情報交換 
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名称：岩国駅周辺施設整備専門部会 

設置：平成 27年 11月４日 

目的：中心市街地拠点施設整備の実現に向けた作業部会として設置 

リーダー：商工会議所：副会頭 

＜構成＞ 

構成員所属 備 考（肩書） 

岩国商工会議所 副会頭 

 〃 専務理事 

 〃 参与 

㈱街づくり岩国 代表取締役 

岩国駅前を活性化する会 会長 

岩国市  政策審議官 

 〃  産業振興部 部長 

 〃  拠点整備担当 部長 

岩国駅前南地区市街地再開発準備組合 理事長 

 〃 副理事長 

 〃 専務理事 

 〃 理事 

 〃 事務局長 

 〃 事業協力者 

 〃 再開発コンサルタント 

㈱いきいき東 代表取締役 

 〃 取締役 

 〃 取締役 

 〃 事務局 

 〃 ㈱地域計画建築研究所 チーム長 

 〃 ㈱地域計画建築研究所 主査 

岩国商工会議所 中小企業相談所長 

＊平成 29年度現在の構成員  

 

＜開催状況＞ 

回 開催年月日 会議内容 

１ 平成２７年１２月１８日 今後の進め方について 

２ 平成２８年 ２月 ２日 岩国駅周辺の今後の方向性、役割分担について 

３ 平成２８年 ２月２５日 役割分担について 
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（２）岩国市中心市街地活性化協議会の意見 

岩国市中心市街地活性化に対し、協議会より以下の意見が提出された。 

事業推進に当たっては、事業の進捗状況・成果を検証し、市民に周知するとともに、

新規に具現化した事業については、計画内容を見直しながら推進するとともに、民間

や関係団体と連携しながら、事業を実現していくこととする。 

 

① 第１次意見書（平成２０年１０月８日受理） 
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② 第２次意見書（平成２１年１０月１３日受理） 
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③ 第３次意見書（平成２２年 1２月１７日受理） 
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④  第４次意見書（平成２６年９月１日受理） 

 

 

 



 161 
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［３］基本計画に基づく事業及び措置の一体的推進等  

 （１）地域住民のニーズ等の客観的な把握 

①全体的なニーズ把握 

 中心市街地に対する全体的なニーズ把握のため、平成 19 年度に策定した岩国市

総合計画を見直すに当たり、平成 25年 9月から 10月に 2,000人を対象としたアン

ケート調査（回収率 38.6％）を実施し、中心市街地についての設問を設け、市民の

ニーズ把握を行い、基本計画に反映又は参考とした。 

 

②中心市街地西地区に対するニーズ把握 

 岩国駅前本通商店街振興組合と株式会社街づくり岩国が、中心市街地の西地区の

全体の来街頻度や目的、不満な点や広島市内への来街実体等、西地区に対するニー

ズ把握のため、平成 25 年２月から３月に来街者アンケート調査（302 サンプル）、

住民調査（配布数 481サンプル、回収率 31.6％）及び市民調査（配布数 1,500サン

プル、回収率 16.7％）を実施し、その結果を基本計画に反映又は参考とした。 

 

③中心市街地東地区に対するニーズ把握 

 まちづくり会社である株式会社いきいき東が、中心市街地東地区のまちづくりに

関する地元住民、地区内での就業者の意見や要望等を平成 25年 10月に地元住民調

査（配布数 1,038サンプル、回収率 34.6％）及び地元就業者調査（配布数 100サン

プル、回収率 83.0％）を実施し、それをニーズと捉え、基本計画に反映又は参考と

した。 

 

 （２）地域ぐるみでの取り組み状況 

  ①株式会社街づくり岩国 

   株式会社街づくり岩国は、中心市街地の整備改善に関する事業を行う者への情報

提供や相談等の支援を行い、中心市街地活性化基本計画が認定された場合は、基本

計画の内容に即した事業の実施を行ったり、事業に参加するなどの目的で、地元商

店街や商工会議所のメンバーを中心に資本金 100 万円（市出資５万円）で平成 19

年４月２日に設立された。 

   岩国市中心市街地活性化協議会への参画をはじめ、岩国海軍飛行艇カレーの推

進、街なかイベント事業やドル建て店舗展開事業の検討、その他中心市街地活性化

のための諸事業を実施している。 

 

  ②岩国駅前を活性化する会 

   岩国駅前を活性化する会は、中心市街地に存在する商店街及び地元自治会によ

り、文字どおり岩国の駅前を活性化する目的で平成 19年６月２日に設立された。 

   岩国駅前夏祭り、麻里布酒祭、中通り軽トラ新鮮組！などのイベントや環境美化、

麻里布パトロールなどの活動を行っている。 
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 岩国駅前夏祭り            軽トラ新鮮組！ 

   

 

 

 

 

 

 

 

麻里布酒祭 

   

 


